
 

３．選定結果 

３．１  掲載種数 

改訂第3版の選定状況を表3-1に示した。 

本改訂において、沖縄県において絶滅のおそれがあるとして選定された種は、菌類は85種、植物は938種の合

計1,023種となった。 

分類群別の内訳は、維管束植物が716種で最も多く全体の約70％を占める。次いで藻類143種、菌類85種、

蘚苔類79種の順に多い状況であり、特に藻類で種数の増加が目立つ。 

初版および改訂第2版の掲載種数は表3-2及び表3-3に示すとおりであり、初版(1996)では897種を、改訂第

2版(2006)では946種を選定している。本改訂では、前回改訂時と比較して77種が増加しており、このなかには

新たに評価対象に加えた小分類群があるほか、学術学的進展や評価を可能とする新たな知見の集積により追加さ

れた種、近年になり本県から新たに確認された種も含まれていると考えられるが、沖縄県の菌類及び植物の現状

としては厳しい状況が継続しているものと考えられる。 

なお、本改訂においては、新たに絶滅種に選定された種はなかった。 

表3-1 カテゴリー別種数一覧（改訂第3版2018） 

 カテゴリー 

分類群 

絶滅 

(EX)
野生 

絶滅 

(EW)

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 

(VU)

準絶滅

危惧 

(NT)

絶滅のおそれ

のある地域個

体群 

(LP)

情報 

不足 

(DD)

合  計

ⅠＡ類

(CR)
ⅠＢ類

(EN)

菌 類 0 9 9 4 2 61 85 

維管束植物 10 3 376 241 135 193 54 － 80 716 

蘚苔類 0 32 28 5 0 14 79 

藻 類 0 30 30 47 0 36 143 

合 計 13 447 260 110 2 191 1,023 

※ 絶滅危惧Ⅰ類はⅠＡ類とⅠＢ類の和を示す。また、菌類、蘚苔類、藻類の各分類群は、ⅠＡ類とⅠＢ類に細分

せずⅠ類（CR+EN）として表示した。
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表 3-2 （参考）カテゴリー別種数一覧（改訂第2版2006） 

 

  カテゴリー 

分類群 

絶滅 

(EX) 

野生 

絶滅 

(EW) 

絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 絶滅危惧

Ⅱ類 

(VU)

準絶滅

危惧 

(NT)

絶滅のおそれ

のある地域個

体群 

(LP) 

情報 

不足 

(DD) 

合  計

  ⅠＡ類

(CR) 
ⅠＢ類

(EN)

菌 類 0 12 9 41 1 37 100 

維管束植物 10 3 349 220 129 187 51 － 85 685 

蘚苔類 0 0 35 32 0 － 13 80 

藻 類 0 0 10 14 31 0 26 81 

合 計 13                 406 242 123 1 161 946 

※ 絶滅危惧Ⅰ類はⅠＡ類とⅠＢ類の和を示す。また、菌類、蘚苔類、藻類の各分類群は、ⅠＡ類とⅠＢ類に細分

せずⅠ類（CR+EN）として表示した。 
 

 

表 3-3 (参考)カテゴリー別種数一覧（初版1996） 

 

  カテゴリー 

分類群 

 

絶 滅 種 

 

絶 滅 危 惧 種

 

危 急 種

 

希 少 種

 

地域個体群 

未決定

種 
合  計

菌 類 0 0 0 24 1 100 125 

維管束植物 16 99 347 91 － 138 691 

蘚苔類 0 0 0 54 － 15 69 

藻 類 1 4 2 5 0 0 12 

合 計 17 103 349 174 1 253 897 
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